
委

員
　

鶴

見

区

選

出

横
浜
市

議
会
議
員

　
松

村

民

蔵

委

員
　
鶴
見
区
自
治
連
合
会
長

　
森

田

宗

作

委

員
　

鶴
見
区
中
央
地
区

七
ケ
町
連
合
会
長

　
遠

藤

栄

司

委

員
　

朝
日

製
鉄
株
式
会
社

社

長

　
平

山

新

一

委

員
　

朝
日
製
鉄
株
式
会
社

専
務
取
締
役

　
平

山

栄

一

委

員
　

朝
日

製
鉄
株
式
会
社

社

員

　
浅

野

季

雄

委

員
　

朝
日
製
鉄
株
式
会
社

顧

問

　
大

山

岩

雄

委

員
　
神
奈
川
県
商
工

部
長

　
五

神

辰

雄

委

員
　
鶴

見

区

長

　
芹

沢

勇

朝
日
製
鉄
熔
鉱
炉
設
置
反
対
運
動
経
過
報
告

朝
日

製
鉄
熔
鉱
炉
操
業
に

よ
る
公
害
問
題
に

関
し
、

昭
和
二

十
九
年
四

月
二

十

七
日
を
期
し
て
、

朝
日
製
鉄
熔
鉱
炉
設
置
反
対
期
成
同
盟
結
成
以
来
満
弐
ケ
年

八
ケ
月
の

長
期
に

亘
り
、

人
命
尊
重
の

為
め
の

反
対
運
動
に

皆
様
の

御
協
力
頂

き
ま
し
た
こ

と
を
、

心
か
ら
、

感
謝
申
上
げ
ま
す
。

現
下
の

国
策
上
通
産
省
に
お
い

て

は
、

我
々

の

反
対
を
押
し
切
つ

て

ま
で

も
輸

入
鉄
鉱
石
の

割
当
を
な
し
、

鉄
鋼
需
給
の

逼
迫
状
況
打
開
を
県
知
事
宛
に

通
告

し
て

参
り
ま
し
た
。

よ
つ

て

我
々

反
対
同
盟
は
鶴
見
区
議
員
団
と
県
知
事
と
の

会
見
報
告
に

よ
り
、

急
遽
触
決
の

途
を
考
慮
せ

ざ
る
を
得
ぬ

状
態
に

た
ち
い

た

つ

た
の

で
、

我
々

は
十
数
会
合
し
、

操
業
解
決
条
件
を
審
議
の

上
、

覚
書
並
に

細
目
協
定
書
を
作
成
し
、

こ

れ
を
も
つ

て

県
知
事
に

対
し
鶴
見
区
議
員
団
並
に

区
長
に

交
渉
方
を
依
頼
い

た
し
ま
し
た
と
こ

ろ
、

こ

れ
を
諒
承
応
諾
を
得
ま
し

た
。

更
に

県
知
事
よ
り
も
交
渉
依
頼
が
あ
り
、

こ

こ

に

始
め
て

正
式
に

調
定
交

渉
が
開
か
れ
た
次
第
で

あ
り
ま
す
。

こ

の

間
、

特
に

我
々

反
対
同
盟
と
し
て

の

念
願
は
県
知
事
の

責
任
に

お
い

て

通

産
省
、

日
本
鋼
管
株
式
会
社
、

朝
日

製
鉄
株
式
会
社
に

対
す
る
協
定
後
の

確
然

た
る

実
行
の

点
を
強
硬
に

主
張
し
た
結
果
、

県
側
は
こ

れ
を
受
諾
し
種
々

協
議

の

結
果
、

別
添
、

覚
書
・

細
目
協
定
・

附
属
協
定
書
並
に

県
知
事
対
日
本
鋼
管
会

社
長
・

県
知
事
対
通
産
省
間
の

確
約
文
書
交
換
の

完
了
を
み
た
も
の

で

あ
り
ま

す
。

こ

こ

に

我
々

反
対
同
盟
は
地
区
代
表
と

度
々

協
議
を
重
ね
、

全
員
の

意
見

一

致
し
た
る
上
の
、

我
々

と
、

責
任
者
と
し
て

の

県
知
事
代
理
副
知
事
、

横
浜
市

長
代
理
助
役
、

鶴
見
区
議
員
団
、

鶴
見
区
長
列
席
の

も
と
に
、

鶴
見
区
長
室
に
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お
い

て

去
月
二

十
七
日
午
后
五
時
我
々

の

意
向
が
全
面
的
に

貫
徹
さ
れ
た
る
こ

と
を
再
確
認
し
、

引
続
き
朝
日
製
鉄
側
と

我
々

反
対
同
盟
・

内
山
知
事
代
理
矢

柴
副
知
事
・

五
神
商
工

部
長
、

立
会
人
と
し
て

平
沼
市
長
代
理
・

田
中
助
役
・

館

鶴
見
区
議
員
団
長
並
に

全
議
員
一

人
の

欠
席
も
な
く
、

芹
沢
鶴
見
区
長
立
会
の

上
、

相
互
の

基
本
的
人
権
の

理
念
に

立
つ

て

午
后
六
時
調
印
式
を
終
了
し
た
次

第
で

あ
り
ま
す
。

顧
み
る
に

初
期
の

反
対
陳
情
当
時
の

野
放
し
操
業
最
悪
状
態

か
ら
、

特
に

公
害
防
止
審
査
委
員
会
の

審
議
に

よ
る
施
設
改
善
勧
告
が
さ
れ
、

更
に

材
料
が

貧
鉱
よ
り
良
質
の

輸
入
鉄
鉱
石
と
一

変
し
、

公
害
の

完
璧
を
期
し

撤
去
移
転
を
前
提
と

す
る
弐
ケ
年
間
の

期
限
付
条
件
操
業
を
認
め
た
る
上
の

調

印
に

至
る
ま
で

の

弐
ケ
年
八
ケ
月
の

永
き
に

亘
る
皆
様
の
一

糸
乱
れ
ざ
る
運
動

の

御
心
労
と
心
か
ら
な
る
御
協
力
に

対
し
厚
く
御
礼
を
申
上
げ
ま
す
。

尚
今
後
各
条
件
の

完
了
ま
で
一

層
の

御
援
助
と
御
鞭
韃
を
賜
り
度
こ

こ

に

最
終

段
階
に

お

け
る
経
過
報
告
と

共
に
、

重
ね
て
、

こ

の

間
の

御
苦
労
に

対
し
深
謝

い

た
す
次
第
で

あ
り
ま
す
。

昭
和
卅
二

年
正
月
十
二

日

横
浜
市
鶴
見
区
鶴
見
町
一

、

一

七
五
番
地

朝
日
製
鉄
熔
鉱
炉
設
置
反
対
期
成
同
盟

委
員
長

湯
川
次
郎
平

神
奈
川
県
事
業
場
公
害
審
査
委
員
会
委
員
長
殿

（
神
奈
川
県
商
工

部
工

務
課「
公
害
審
査
委
員
会
関
係
綴
」（
昭
和
三
十
二

年
）　
神
奈
川
県

庁
蔵
）

〔
注
〕
別
添
は
前
掲
。

㈡

朝
日
製
鉄
㈱
の

公
害
問
題
（
事
前
審
査
）
経
過
概
要
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㈢

朝
日
製
鉄
操
業
后
現
在
ま
で

の

主
要
文
書
交
換
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㈣

朝
日
製
鉄
株
式
会
社
に

か
か
る
公
害
問
題
の

経
過
に

つ

い

て

横
浜
市
鶴
見
区
鶴
見
町
一

、

三
二

〇
番
地
所
在
の

朝
日
製
鉄
株
式
会
社
の

熔
鉱

炉
操
業
に

か
か
る
公
害
問
題
の

処
理
経
過
は
次
の

と
お
り
で

あ
り
ま
す
。
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㈤

朝
日
製
鉄
株
式
会
社
熔
鉱
炉
操
業
に

つ

い

て昭
和
三
十
四
年
四
月
六
日

神
奈
川
県

横
浜
市
鶴
見
区
鶴
見
町
一

、

三
二

〇
番
地
所
在
朝
日
製
鉄
株
式
会
社
の

熔
鉱
炉

操
業
に

関
し
て

は
、

去
る
昭
和
三
十
一

年
十
二

月
二

十
七
日
朝
日
製
鉄
株
式
会

社
と

地
元
設
置
反
対
期
成
同
盟
と
の

間
に

締
結
調
印
さ
れ
た
覚
書
に

基
い

て

昭

和
三
十
二

年
二

月
以
来
県
及
び
日
本
鋼
管
株
式
会
社
の

監
督
指
導
の

下
に

極
力

附
近
住
民
に

悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ

と
の

な
い

よ

う
慎
重
な
注
意
を
払
う
と

共

に
、

影
響
調
査
に

つ

い

て

は
神
奈
川
県
工

業
試
験
所
及
び
衛
生
研
究
所
の

技
術

陣
を
動
員
し
、

科
学
的
調
査
を
継
続
実
施
し
た
結
果
、

当
初
各
方
面
か
ら
懸
念

さ
れ
た
公
害
は
幸
い

に

し
て

発
生
を
見
る
こ

と
な
く
覚
書
に

よ
る
操
業
期
限
で

あ
る
本
年
一

月
十
四
日
を
迎
え
る
に

至
つ

た
。

そ
の

間
朝
日

製
鉄
株
式
会
社
は
操
業
開
始
後
間
も
な
く
鉄
鋼
業
界
を
襲
つ

た
異

常
な
不
況
に

よ
つ

て

多
額
の

欠
損
を
生
じ
経
営
も
困
難
に

陥
つ

た
が
、

日

本
鋼

管
株
式
会
社
の

援
助
に

依
つ

て

辛
う
じ
て

経
営
を
維
持
す
る
こ

と
が
で

き
た
。

し
か
し
な
が
ら
、

前
記
覚
書
に

よ
れ
ば
本
年
一

月
十
四
日
を
も
つ

て

朝
日
製
鉄

株
式
会
社
は
熔
鉱
炉
の

操
業
を
完
全
に

停
止
し
て

他
に

移
転
す
べ

き
で

あ
つ

た

が
、

去
る
一

月
十
四
日

開
催
さ
れ
た
朝
日
製
鉄
株
式
会
社
苦
情
処
理
委
員
会
に

お
い

て

朝
日
製
鉄
株
式
会
社
よ
り
操
業
継
続
の

要
請
が
あ
つ

た
の

で
、

協
議
の

結
果
と

り
あ
え
ず
紛
事
の

円
満
解
決
を
み
る
ま
で

保
安
操
業
を
認
め

る
こ

と
に

決
定
し
、

じ
来
二

ケ
月
余
に

亘
り
県
を
中
心
と
し
て
、

特
に

地
元
県
市
議
員
団

代
表
、

鶴
見
区
長
の

あ
つ

せ

ん
に

よ
り
地
元
反
対
期
成
同
盟
及
び
日
本
鋼
管
株

式
会
社
並
び
に

朝
日

製
鉄
株
式
会
社
と
の

間
に

円
満
解
決
を
は
か
る
べ

く
最
善

の

努
力
を
傾
け
た
が
、

地
元
反
対
期
成
同
盟
側
に
お
い

て

は
、

あ
く
ま
で

も
熔

鉱
炉
の

操
業
停
止
を
主
張
す
る
空
気
が
強
く
、

反
対
期
成
同
盟
委
員
長
以
下
幹

部
の

非
常
な
努
力
に

も
拘
ら
ず
操
業
継
続
に

関
し
一

般
の

了
解
を
得
る
こ

と
が

出
来
ず
今
日
に

至
つ

た
。

そ
の

間
、

事
態
を
早
急
に

解
決
す
る

た

め

県
は
諸
般
の

事
情
を
慎
重
に

検
討

し
た
結
果
①
前
述
の

よ
う
に

過
去
二

ケ

年
に

亘
る
操
業
期
間
に

お
い

て

覚
書
締

結
の

前
提
と
し
て

当
初
懸
念
さ
れ
た
公
害
が

発
生
し
な
か
つ

た
こ

と
②
最
近
鉄
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鋼
の

需
要
増
大
傾
向
に

あ
る
と
き
、

直
ち
に

操
業
の

中
止
乃
至
設
備
の

移
転
を

行
う
こ

と
は
資
材
、

設
備
の

損
耗
に

よ
り
い

た
づ

ら
に

多
額
の

経
費
を
費
し
、

国
家
経
済
上
か
ら
み
て

も
甚
だ
不
経
済
で

あ
る
こ

と

③
朝
日

製
鉄
株
式
会
社
は

前
述
の

よ
う
に

経
営
的
に

み
て

目
下
の

と
こ

ろ
他
に

移
転
す
る
資
金
的
余
裕
が

な
い

こ

と

④
い

ま
直
ち
に

操
業
を
中
止
す
る
こ

と
は
朝
日
製
鉄
株
式
会
社
の

多

額
の

損
失
を
更
ら
に

累
積
し
、

再
起
不
能
に

陥
れ
る
こ

と
⑤
再
起
不
能
は
多
数

従
業
員
並
び
に

そ
の

家
族
を
路
頭
に

迷
わ
せ

る
結
果
と
な
る
こ

と
等
の

理
由
に

よ
つ

て
、

差
し
当
り
現
在
地
に
お

け
る
操
業
継
続
は
止
む
を
得
な
い

と
の

結
論

に

到
達
し
た
。

よ
つ

て
、

県
は
前
記
あ
つ

せ

ん
者
と
も
協
議
の

上
、

別
紙
の

よ
う
な
覚
書
案
を

作
成
し
、

当
事
者
双
方
並
び
に

日
本
鋼
管
株
式
会
社
に

提
示
し
、

そ
の

協
力
を

要
請
し
た
が
地
元
反
対
同
盟
側
は
依
然
と
し
て

操
業
停
止
を
主
張
す
る
空
気
が

強
く
、

朝
日
製
鉄
株
式
会
社
側
に

お
い

て

も
操
業
の

期
限
そ
の

他
に
つ

い

て

難

色
を
示
し
、

つ

い

に

未
だ
円
満
妥
結
を
み
る
に

至
り
得
な
か
つ

た
こ

と
は
、

甚

だ
遺
憾
で

あ
る
。

こ
ゝ

に

お
い

て

県
と
し
て

は
今
後
の

解
決
方
策
に
つ

い

て

朝
日
製
鉄
株
式
会
社

苦
情
処
理
委
員
会
に

は
か
つ

た
上
、

引
き
続
き
事
態
の

収
拾
に

最
善
の

努
力
を

い

た
す
と

共
に

操
業
に

よ
る
公
害
発
生
の

防
止
に
つ

い

て

は
、

県
の

行
政
権
の

許
す
限
り
に

お
い

て

万
全
の

措
置
を
講
ず
る
こ

と
ゝ

し
、

朝
日
製
鉄
株
式
会
社

に

対
し
強
く
勧
告
す
る
と

共
に
、

日
本
鋼
管
株
式
会
社
に

対
し
て

も
協
力
援
助

を
要
請
し
た
次
第
で

あ
る
。

当
事
者
各
位
に

お
い

て

も
事
態
並
び
に

県
の

意
図

す
る
と
こ

ろ
を
十
分
に

認
識
せ

ら
れ
、

紛
争
の

早
期
解
決
に

協
力
さ
れ
る
よ
う

切
に

要
望
す
る
次
第
で

あ
る
。

（
神
奈
川

県
商
工

部
工

務
課
「
公
害
審
査
委
員
会
関
係
綴
」（
昭
和
三
十
二

年
）神
奈
川
県

庁
蔵
）〔

注
〕　
前
掲
「
朝
日
製
鉄
株
式
会
社
の

公
害
問
題
㈠
」
の

こ

と
を
示
す
。

二

五
五

　
日
の

出
製
鋼
公
害
問
題
の

陳
情
お

よ
び
報
告
書

（
一

―
三

）
㈠

陳

情

書

日
の

出
製
鋼
工

場
は
京
町
に

所
属
し
当
町
と
は
運
河
を
隔
て

お
り
当
町
に

居
住

す
る
住
民
は
工

場
よ
り
発
生
す
る
騒
音
、

煤
煙
に

日
夜
悩
ま
さ
れ
特
に

電
気
ハ

ン

マ

ー
の

地
響
が

甚
し
く
就
寝
す
る
事
も
出
来
ず
病
人
な
ど
は
寝
て

い

る
事
も

出
来
な
い

状
態
で

す
。

夜
間
な
ど
に

お
い

て

は
神
経
衰
弱
に

な
り
幼
児
子
供
等
は
夜
間
の

火
を
見
て

は

火
事
と
思
い

誤
る
有
様
で

精
神
的
疲
労
甚
し
く
尚
粉
塵
の

為
に

洗
濯
物
を
始
め

座
敷
縁
側
等
も
一

日
に

何
回
と
な
く
掃
く
有
様
で

す
。

以
上
申
述
べ

ま
し
た
如
く
何
卒
県
当
局
に

お
い

て

我
々

の

窮
状
御
推
察
の

上
適
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当
な
る
御
処
置
方
御
願
い

致
し
度
別
紙
署
名
押
印
の

上
陳
情
致
し
ま
す
。

昭
和
三
十
五
年
四
月
十
六
日

平
安
町
々

会
住
民
代
表

会
長
　
西
坂
又
蔵

外
壱
千
六
百
七
名

神
奈
川
県
知
事
　
内
山
岩
太
郎
殿

日
の

出
製
鋼
公
害
報
告
書

横
浜
市
鶴
見
区
平
安
町
二

丁
目
一

三
一

番
地
居
住
の

県
営
建
売
住
宅
入
居
者
岩

井
常
良
他
一

同
直
接
被
害
を
受
け
て

居
る
約
九
十
世
帯
の

居
住
者
は
運
河
を
越

え
の

川
崎
市
京
町
日
の

出
製
鋼
所
の

煤
煙
、

騒
音
、

悪
臭
の

公
害
に

日
夜
悩
ま

さ
れ
て

居
り
ま
す
事
之
が

解
決
の

為
御
善
処
あ
ら
ん
事
を
御
願
い

す
る
も
の

で

あ
り
ま
す
。

然
乍
吾
々

と
致
し
ま
し
て

只
単
に

県
に

御
願
い

す
る
の

み
で

は
な
く
直
接
会
社

側
と

交
渉
を
も
つ

た
事
再
三
で

あ
り
ま
す
が

煤
煙
防
止
等
の

下
備
を
訴
え
れ
ば

資
金
が
無
い

今
暫
ら
く
の

猶
予
を
乞
ふ

等
誠
く
の

言
い

の

が
れ
の

言
辞
を
弄
し

何
ら
責
任
あ
る
回
答
は
得
ら
れ
な
か
つ

た
の

で

あ
り
ま
す
。

故
に

今
度
県
に

実
情
を
訴
え
る
事
と

相
成
り
以
下
被
害
の

実
情
を
箇
条
を
追
い

訴
え
る
も
の

で

あ
り
ま
す
。

一

　
煤
煙
の

件

一

　
現
在
迄
の

会
社
側
と
の

交
渉
の

際
に

煤
煙
中
に

有
毒
素
あ
り
や
の

問
に

対
し
確
答
せ

ず
半
ば
之
を
認
め
て

居
る
が

如
き
、

誠
に

た
よ
り
な
い

状
態

で

あ
り
ま
す
。

二

　
大
気
汚
染
調
査
期
間
中
は
自
粛
し
期
間
終
れ
ば
日

夜
煤
煙
を
放
出
す
る

が

如
き
不
誠
意
な
態
度
で

あ
る
。

三
　
風
向
き
に

よ
つ

て

は
家
の

中
に

迄
煤
煙
が
入
り
鼻
を

つ

く

悪
臭
を
伴

ふ
。

四
　
煤
煙
は
埃
を
伴
い

（
白
い

粉
）
為
に

家
の

中
は
掃
除
を
し
て

も
掃
除
を

し
て

も
ザ
ラ

〳
〵
し
て

ゐ
る
。

五
　
煤
煙
の

濃
度
は
約
十
米
先
の

家
が

見
え
な
く
な
る

時
が
あ
る
。

六
　
煤
煙
に

は
し
ば
し
ば
熱
風
が
伴
ふ
。

七
　
会
社
建
物
に

は
煙
突
が
な
く
廻
り
を
囲
む
ナ
マ

コ

板
羽
目
の

間
亦
屋
根

の

空
気
抜
よ
り
黒
煙
を
放
出
す
る
。

八
　
天
候
と

風
向
を
考
え
ね
ば
洗
濯
物
を
干
せ

な
い
、

亦
干
し
た
洗
濯
物
は

白
く
乾
か

な
い
。

九
　
再
三
直
接
交
渉
に

不
拘
自
粛
改
善
の

色
が
な
く
煤
煙
対
策
は

全
然
な
さ

れ
て

ゐ

な
い
。

二

　
騒
音
の

件

一

　
ス

ク
ラ

ツ

プ

処
理
（
切
る
く
だ
く

）
の

為
発
す
る
振
動
を
（
相
当
強
く
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硝
子
戸
が

鳴
る

）
伴
ふ

音
。

二

　
金
属
と
金
属
が
ふ

れ
合
ふ

金
属
音
。

三
　
電
気
炉
の

カ

ー
ボ
ン

の

音
。

四
　
家
の

硝
子
戸
は
た
え
ず
振
動
し
て

居
る
。

五
　
頭
上
を
通
る
航
空
機
の

爆
音
の

連
続
で

あ
る
。

六
　
一

種
名
状
し
が
た
い

カ
ン

高
い

音
の

た
め

頭
を
押
さ
え
ら
れ
る

様
な
気

分
で

あ
り
言
は
ば
ノ

イ
ロ

ー
ゼ

気
味
に

お

ち
い

る
。

七
　
以
上
は
昼
夜
を
問
は
ず
四
六
時
中
発
し
工

場
に

面
し
た
家
で

は
夜
子
供

が
寝
ら
れ
ず
亦
火
が
硝
子
に

真
赤
に

映
り
一

瞬
火
事
を
思
は
せ

る

時
が
あ

る
。

三
　
悪
臭
の

件

一

　
常
時
煤
煙
に
は
悪
臭
を
伴
ふ
が

時
と
し
て

天
候
の

加
減
に

よ
り
附
近
一

帯
が
何
と
も
言
え
ぬ

悪
臭
に

悩
ま
さ
れ
る
時
が
再
三
あ
る
。

以
上
大
要
を
記
し
未
だ
言
い

足
ら
ぬ

処
も
多
々

あ
り
ま
す
が
、

県
係
官
に

於
か

れ
て

は
吾
々

多
数
の

者
の

窮
状
を
御
賢
察
の

上
日
の

出
製
鋼
側
の

意
表
を
つ

き

本
当
の

実
情
と
御
見
分
の

上
善
処
あ
ら
ん
事
を
御
願
い

申
し
上
ま
す
。

本
状
平
安
町
々

内
会
陳
情
書
に

添
え
、

実
情
を
申
し
陳
べ

る
も
の

で

あ
り
ま
す
。

昭
和
三
十
五
年
四
月
十
六
日

横
浜
市
鶴
見
区
平
安
町
二

の
一

二

二

居
住
者
一

同代
長
　
岩
井
常
良

神
奈
川
県
知
事

内
山
岩
太
郎
殿㈡

起
案
　
昭
和
三
十
五
年
四
月
三
十
日

商
工

部
長

工

業
試
験
所
長
殿

公
害
問
題
調
査
依
頼
に
つ

い

て

標
記
の

こ

と
に

つ

い

て

下
記
事
業
場
か
ら
発
生
す
る
公
害
に
つ

い

て
、

こ

の

ほ

ど
附
近
住
民
よ
り
陳
情
が
あ
り
ま
し
た
の

で

調
査
の

う
え
、

こ

れ
の

対
策
等
に

つ

い

て

御
回
答
を
願
い

た
い
。

記

一

　
対
象
事
業
場

所

在

地
　
川
崎
市
京
町
二

―
四
八

事
業
場
名
　
日
ノ

出
特
殊
製
鋼
株
式
会
社

二

　
業

種
　
製
鋼
業

三
　
用

途

地
域
　

住
居
地
域
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四
　
公
害
の

種
類
　
騒
音
、

煤
煙
、

粉
じ
ん

五
　
作
業
の

概
況
　
エ

ル

ー

式
電
気
炉
（
容
量
一

五t

）
一

基
で
ス

ク
ラ
ツ

プ

を
熔
解
し
イ
ン

ゴ

ツ

ト
を
造
る
際
の

騒
音
、

煤
煙
が

甚
だ

し
い

事
業
場
公
害
調
書

№
三
八
九

公
害
の

種
類
　
騒
音
、

煤
煙
、

粉
じ
ん

受

付
　
三
十
五
年
四

月
十
九
日

陳

情

者
　
住
所
　
鶴
見
区
平
安
町
々

会

氏
名
　
会
長
　
西
坂
又
蔵
　
外
一

、

六
〇
七
名

用

途

地

域
　
住
居
地
域

建
築
基
準
法
関
係
　
確
認
済

業

種
　
製
鋼
業

主
要
生

産
品

名
　
特
殊
鋼
々

塊
及
圧
延

事
業
場
所
在
地
　
川
崎
市
京
町
二

―
四
八

事

業

場

名

称
　
日
の

出
特
殊
製
鋼
㈱

事

業

主

名

称
　
取
締
役
社
長
　
大
山
梅
雄

電
話
（
川
崎
二

）
五
五
三
一

―
四
番

創
業
年
月
日
　
十
九
年

　
月

　
日

敷

地
　
三
三
、

〇
〇
〇
平
方
米

建

物

面

積
　
公
害
を
対
象
と
す
る
作
業
場
一

〇
、

六
一

〇
平
方
米

資

本

金
　
一

億
円

従

業
員
数
　
二

〇
〇
名

作

業
時
間
　

自
定
時
至

時

残
業

　
時
間

電
気
炉
の

み
（
二

交
替
制
）

作
業
の

概
要
　
ス

ク
ラ

ツ

プ
を
エ

ル

ー

式
電
気
炉
（
定
量
一

五t

）
一

台
に

よ

り
熔
解
し
特
殊
鋼
々

塊
（
イ
ン

ゴ

ツ

ト

）
を
造
る
。

公
害
問
題
発
生
の

原
因

熔
解
中
の

カ

ー

ボ
ン

ス

パ

ー
ク

音
及
び
煤
煙
、

粉
じ
ん
。

特
に

素
材
挿
入
時
及
び
追
加
挿
入
時
騒
音
甚
だ
し
い
。

煤
煙
は
白
煙
が
多
い

が

石
灰
石
を
投
入
す
る
際
、

黒
灰
色
の

煤

煙
が

飛
散
す
る
。

備

考
　
問
題
の

電
気
炉
は
昨
年
十
一

月
に

工

場
を
新
設
し
た
際
新
た
に

設
置
し
た
も
の

で
、

こ

の

際
条
例
第
三
条
三
項
届
出
に

よ
り
調

査
し
た
結
果
、

騒
音
、

煤
煙
が
甚
だ
し
か
つ

た
の
で

至
急
防
除

措
置
を
講
ず
る
よ
う
回
答
し
、

一

応
処
理
し
た
と
こ

ろ
、

今
回
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別
添
の

と
お
り
鶴
見
側
の

住
民
か
ら
陳
情
が

出
さ
れ
た
も
の

で

あ
る
。

工

場
は
種
々

改
善
策
の

計
画
中
で

あ
る
が
、

こ

れ
の

対
策
に
つ

い

て

は
改
め
て

工

業
試
験
所
に

調
査
依
頼
す
る
予
定
。

処

理

経

過
　
四
月
十
九
日
　
現
地
調
査

四
月
二

十
三
日

工

業
課
長
・

仁
藤
、

工

試
・

古
藤
田
、

泉
、

永

見
、

川
崎
市
商
工

課
長
・

石
塚
、

現
地
調
査

十
一

月
二

十
二

日
　
夜
間
測
定
（
三
富
、

古
藤
田
、

三
橋
）

三
十
六
年
四
月
十
三
日
　
夜
間
測
定
（
古
藤
田
、

三
橋
、

仁
藤
、

石
渡
）

六
月
十
二

日

　
〃

解
決
年
月
日
　
昭
和

　
年

　
月

　
日

〔
注
〕　
状
況
図
は
省
略
し
た
。

㈢

陳

情

書

現
在
私
達
の

居
住
地
（
京
町
地
区
）
は
住
宅
地
区
で

あ
り
商
業
地
区
で

あ
る
。

こ

の

中
央
に

あ
る
東
洋
特
殊
製
鋼
株
式
会
社
（
旧
日
の

出
特
殊
製
鋼
）
は
戦
前

か
ら
の

所
在
と
は
云
え
一

昨
年
電
気
炉
工

場
が

新
設
さ
れ
、

ス

ク
ラ
ツ
プ
の

電

気
熔
解
に

よ
つ

て

特
殊
製
鋼
の

生
産
に

目
下
昼
夜
兼
行
で

作
業
を
い

た
し
て

お

り
ま
す
。

こ

の

工

場
よ
り
発
す
る
煤
煙
、

騒
音
は
甚
し
く
、

洗
濯
物
は
勿
論
、

植
木
は
枯

れ
金
魚
は
死
ぬ

有
様
で
、

人
体
に

及
ぼ
す
影
響
は
甚
大
と
申
さ
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
。

ま
た
、

騒
音
に
い

た
つ

て

は
二

十
四
時
間
作
業
で
あ
り
、

こ

の

為
、

安
眠
は
出

来
ず
、

特
に

病
人
、

子
供
ら
は
寝
つ

か
れ
ず
困
窮
致
し
て

お
り
ま
す
。

私
ど
も
は
話
合
い

に

よ
る
円
満
解
決
を
希
望
致
し
三
十
四
年
度
よ
り
再
三
に

渉

り
会
社
と

交
渉
を
重
ね
て

参
り
ま
し
た
が
、

未
だ
尚
解
決
に

至
ら
ず
に
お
り
ま

し
た
所
、

本
年
始
、

突
然
更
に

電
気
炉
が
一

基
新
設
さ
れ
稼
動
を
開
始
さ
れ
ま

し
た
為
、

住
民
と
の

間
に

紛
争
を
続
け
て

お

り
ま
す
が
、

会
社
は
県
の

御
指
導

に

よ
る
設
備
改
善
に
つ

い

て

も
、

そ
の

実
施
に

対
し
約
束
を
充
分
に

実
行
せ

ず

現
在
に

至
つ

て

居
り
ま
す
。

加
ふ
る
に

最
近
鍛
造
に

よ
る
生
産
を
計
画
中
と
の

こ

と
で

あ
り
ま
す
が
、

鍛
造

に

よ
る
騒
音
は
先
年
住
民
よ
り
の

陳
情
に

よ
り
、

漸
く
御
解
決
い

た
ゞ

き
ま
し

た
問
題
に
て
、

こ

の

計
画
の

実
施
は
更
に

住
民
を
困
窮
さ
せ

紛
争
を
大
き
く
致

す
結
果
と

相
成
る
も
の

と
思
は
れ
ま
す
。

〔
欄
外
注
記
〕
本
件
に
つ

い

て

は
工

場
に

究
明
し
た
と
こ

ろ
、

計
画
し
て
い

な

い

旨
言
明
し
て

い

る
。

就
き
ま
し
て

は
、

当
局
に

於
か
れ
ま
し
て

私
共
の

こ

の

窮
状
を
御
推
察
の

上
、
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適
当
な
る
御
処
置
を
お
願
い

い

た
し
た
く
、

別
紙
住
民
者
の

署
名
を
添
え
陳
情

申
上
げ
ま
す
。

昭
和
三
十
六
年

　
月

　
日

京
町
々

内
会

公
害
対
策
実
行
委
員
長（
印
）

三

井

祐

夫（
印
）

外
八
六
七

神
奈
川
県
知
事

内
山
岩
太
郎
殿

実
行
委
員
長

　
三

井
祐

夫

　
白

井

一

実
行
委
員
顧
問
　
林

嘉

三
（
印
）

　
今

野

房
雄

実
行
副
委
員
長
　
内
田

佐

吉

　
実
行
委
員

　
武
井

承

平

小
菅
菊
太
郎

　
森
田
友
三
郎

徳

増
正

勝（
印
）

　
土

屋

菊

唯

村

上

義
夫

　
西

山

茂

雄

林

百
合
正

　
福

井

未
良

湯

本
酉

吉

　
橋

野

幸
雄

町
田
佳
代
子

　
榎

本
秋

蔵

畔
上

寛

子

　
南

清

市

平

松

醇
平

　
石

川
一

郎

中
村

音

松

　
野
牛
島
虎
雄

大
塚
与
三
郎

　
堀

内

正

斎
藤
福
三
郎

　
久

保

清

山

岡

知

己

　
西
野

辰

男

穴

水

要

　
土

屋

時
夫

宮
本
正

吉

　
中
島

博
乃

峯
岸
源
五
郎

　
阪
本

秀

男

（
神
奈
川
県
商
工

部
工

業
課
「
陳
情
書
」（
昭
和
三
十
五
年
）
神
奈
川
県
庁
蔵
）

二

五
六

　
昭
和
三
十
六
年
度
中
小
企
業
公
害
除
去
施
設
資

金
助
成
事
業
場
の

公
害
状
況

「

昭
和
三
十
六
年
度
中
小
企
業
公
害
除
去
設
備

資
金
助
成
事
業
場
の

公
害
状
況
に
つ

い

て

昭
和
三
十
七
年
五
月

神
奈
川
県
商
工

部
工

業
課

」
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（
神
奈
川

県
商
工

部
工

業
課
「
公
害
審
査
委
員
会
関
係
綴
⑴
」（
昭
和
三
十
七
年
）
神
奈
川

県
庁
蔵
）

二

五
七

　
昭
和
三
十
六
年
度
現
在
公
害
陳
情
問
題
処
理
概
要

「
昭
和
三
十
七
年
三
月
三
十
一

日
現
在

陳
情
問
題
処
理
概
要

　
」

陳
情
問
題
中
分
類A

項
（
解
決
困
難
な
も
の

）
の

う
ち
、

処
理
内
容
に

変
更
の

あ
つ

た
も
の
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（
神
奈
川
県
商
工

部
工

業
課
「
公
害
審
査
委
員
会
関
係
綴
⑴

」（
昭
和
三
十
七
年
）
神
奈
川

県
庁
蔵
）

二

五
八

　
昭
和
三
十
七
年
上
期
神
奈
川
県
公
害
業
務
概
要

「

公
害
業
務
概
要

自
　
昭
和
三
十
七
年
一

月

至
　
昭
和
三
十
七
年
五
月

神
奈
川
県
商
工

部
工

業
課

」
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